








研究目的 

サーファクタント(S)補充療法を受けた呼吸窮迫症候群(RDS)では,補充後急速な肺機能の

改善がみられるが,生後 24～36 時間に肺機能の低下傾向を示す症例がある。S 補充 RDS で

は肺機能の改善に伴い生後早期(生後 24～36 時間以内)に動脈管を介する左右短絡の増加

がみられることより,この時期の肺機能低下傾向は左右短絡による肺浮腫による可能性が

ある。また,動脈管を介する大量の左右短絡の持続は,未熟児にまん性肺疾患,壊死性腸炎,

頭蓋内出血(特に脳室内出血)などの重篤な合併症をもたらすといわれている。以上より,S

補充RDSに対する生後早期の動脈管閉鎖療法はRDSの治療をさらに容易なものとし,その予

後を改善すると考えられる。 

メフェナム酸(MA)は未熟児動脈管に対し強い収縮作用を有し,生後早期の投与においても

重篤な副作用がみられず,未熟児動脈管開存症の閉鎖療法に有効な薬剤である。 

我々は,S 補充 RDS に対し生後早期(生後 24 時間)に MA による動脈管閉鎖療法を実施し,早

期動脈管閉鎖療法が S 補充後の肺機能,その後の臨床経過に及ぼす効果について検討する

る。 


